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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第12期

第２四半期累計期間
第13期

第２四半期累計期間
第12期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年９月30日

自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（千円） 582,127 668,895 1,239,728

経常利益（千円） 37,120 62,986 71,932

四半期（当期）純利益（千円） 36,950 61,893 65,516

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
― ― ―

資本金（千円） 254,219 254,219 254,219

発行済株式総数（株） 13,700 13,700 13,700

純資産額（千円） 185,538 275,509 212,653

総資産額（千円） 1,205,123 1,229,890 1,179,320

１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
2,697.11 4,517.79 4,782.24

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額（円）
― ― ―

１株当たり配当額（円） ― ― ―

自己資本比率（％） 15.4 22.4 18.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
127,956 147,528 189,716

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△34,461 △29,644 △114,314

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△91,305 △19,488 △91,347

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残

高（千円）
67,974 148,235 49,839

　

回次
第12期

第２四半期会計期間
第13期

第２四半期会計期間

会計期間
自平成22年７月１日
至平成22年９月30日

自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 1,638.38 2,014.88

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。
　

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。
　
（１）業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により依然として厳しい状況が続きまし

た。生産は持ち直しているもののそのテンポは緩やかになっており、企業収益は減少、輸出は横ばいとなるなど

厳しい経済環境が続いております。

このような環境の中、「事業拡大のための基盤強化へ向けた全社的な業務効率化の推進」、「企業向けの継続

的ＩＴサービスへの本業回帰」や「新サービスの企画準備」などに継続して取り組んでまいりました。

・ＩＴサービス売上

当社の本業である「継続的ＩＴサービス」の売上は、計画を若干上回って順調に推移しており、「一時的ＩＴ

サービス」の売上も、一部の案件の前倒し等があり堅調に推移いたしました。

その結果、「ＩＴサービス」全体の売上高は、532,984千円（前年同期比26.9%増）となりました。

・商品売上

商品売上は、企業のＩＴ投資抑制の影響など厳しい事業環境が続いており、概ね堅調ではあるものの一部の案

件の遅延等により、135,911千円（前年同期比16.2%減）となりました。

費用面につきましては、従前の「コスト適正化計画」で獲得した堅実な収益構造を継続しており、費用の増加

を抑制する効果をあげております。

以上により、当第２四半期累計期間の業績は、売上高668,895千円（前年同期比14.9%増）、営業利益62,765千

円（前年同期比85.9%増）、経常利益62,986千円（前年同期比69.7%増）となりました。また、今後の業績見通し

を踏まえ慎重に検討した結果、当第２四半期累計期間において△7,625千円の法人税等調整額を計上したため、

四半期純利益は61,893千円（前年同期比67.5%増）となりました。
　

（２）財政状態の分析

当第２四半期会計期間末における総資産は1,229,890千円となり、前事業年度末に比べ50,569千円の増加とな

りました。その主な要因は、減価償却による有形固定資産の減少があったものの現金及び預金が増加したこと等

によるものです。

負債合計は、前事業年度末に比べ12,286千円減少し、954,380千円となりました。これは、前受金の増加があっ

たものの、買掛金及び設備関係未払金並びに借入金が減少したこと等によるものです。

純資産は275,509千円となり、前事業年度末に比べ62,856千円増加しました。これは、利益剰余金が増加したこ

とによるものです。

なお、自己資本比率は前事業年度末と比較して4.4％上昇し、22.4％となりました。
 
（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は148,235千円となり、前事業

年度末と比較して、98,396千円の増加となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、147,528千円（前年同期は127,956千円の獲得）となりました。これは主に、

前払費用の増加額33,393千円、仕入債務の減少額35,797千円等があったものの、税引前四半期純利益56,759千

円、減価償却費49,574千円、前受金の増加額84,714千円等があったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、29,644千円（前年同期は34,461千円の使用）となりました。これは主に貸付

金の回収による収入16,081千円があったものの、有形固定資産の取得による支出35,982千円等があったことに

よるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、19,488千円（前年同期は91,305千円の使用）となりました。これは主に、長

期借入金の返済による支出18,072千円等によるものです。　
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（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。

　

（５）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000

計 20,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,700 13,700

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（グロース）

当社は単元株制

度は採用してお

りません。

計 13,700 13,700 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日
― 13,700 ― 254,219 ― 154,217
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（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

松村　明 東京都港区 5,233 38.20

高松　忠行 東京都江戸川区 655 4.78

木原　和彦 埼玉県戸田市 650 4.74

菅原　敏彦 宮城県仙台市青葉区 650 4.74

飯塚　麻実 東京都大田区 511 3.73

松村　富美子 東京都港区 270 1.97

岩本　葉子 神奈川県横浜市都筑区 193 1.41

大阪証券金融株式会社 大阪府大阪市中央区北浜２丁目４－６ 186 1.36

武馬　得郎 兵庫県西宮市 160 1.17

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 東京都千代田区丸の内３丁目３番１号 137 1.00

計 － 8,645 63.10

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） ― ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　　13,700 13,700 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 13,700 ― ―

総株主の議決権 ― 13,700 ―

 

②【自己株式等】

　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数
の合計(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(%)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

 　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成23年７月１日から平成23年

９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、アスカ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 49,839 148,235

売掛金 100,888 86,691

商品 11,530 9,330

仕掛品 603 235

リース投資資産 71,894 70,208

1年内回収予定の長期貸付金 24,905 14,901

1年内回収予定の役員に対する長期貸付金 10,971 11,144

その他 28,642 43,167

貸倒引当金 △1,008 △866

流動資産合計 298,266 383,047

固定資産

有形固定資産

賃貸用資産（純額） 324,302 466,888

建設仮勘定 182,530 －

その他（純額） 7,853 5,999

有形固定資産合計 514,686 472,887

無形固定資産 90,960 83,382

投資その他の資産

投資有価証券 10,389 12,172

長期貸付金 355,493 354,858

役員に対する長期貸付金 167,944 162,328

その他 45,600 63,521

貸倒引当金 △304,019 △302,308

投資その他の資産合計 275,407 290,572

固定資産合計 881,053 846,842

資産合計 1,179,320 1,229,890

負債の部

流動負債

買掛金 83,111 47,313

1年内返済予定の長期借入金 226,509 268,112

未払金 32,945 30,464

設備関係未払金 109,758 65,553

前受金 173,240 257,954

賞与引当金 9,949 6,473

その他 14,074 22,519

流動負債合計 649,587 698,391

固定負債

長期借入金 315,664 255,989

リース債務 1,416 －

固定負債合計 317,080 255,989

負債合計 966,667 954,380
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成23年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 254,219 254,219

資本剰余金 154,217 154,217

利益剰余金 △193,524 △131,630

株主資本合計 214,912 276,806

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △2,259 △1,297

評価・換算差額等合計 △2,259 △1,297

純資産合計 212,653 275,509

負債純資産合計 1,179,320 1,229,890

EDINET提出書類

モジュレ株式会社(E05600)

四半期報告書

 9/15



（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 582,127 668,895

売上原価 426,716 480,567

売上総利益 155,411 188,328

販売費及び一般管理費 ※
 121,654

※
 125,562

営業利益 33,756 62,765

営業外収益

受取利息 8,717 8,019

受取配当金 151 107

受取手数料 950 1,045

その他 518 1,249

営業外収益合計 10,337 10,422

営業外費用

支払利息 5,620 7,417

支払手数料 1,342 965

為替差損 － 1,623

その他 10 194

営業外費用合計 6,973 10,200

経常利益 37,120 62,986

特別損失

固定資産売却損 13 －

固定資産除却損 － 0

解決金等 － 6,227

特別損失合計 13 6,227

税引前四半期純利益 37,106 56,759

法人税、住民税及び事業税 156 2,491

法人税等調整額 － △7,625

法人税等合計 156 △5,133

四半期純利益 36,950 61,893
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 37,106 56,759

減価償却費 34,867 49,574

貸倒引当金の増減額（△は減少） 356 △1,853

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,450 △3,475

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △15,139 －

リース債権及びリース投資資産の増減額（△は
増加）

△11,175 △2,584

受取利息及び受取配当金 △8,869 △8,127

支払利息 5,620 7,417

為替差損益（△は益） － 1,623

固定資産除売却損益（△は益） 13 0

売上債権の増減額（△は増加） △35,681 15,908

たな卸資産の増減額（△は増加） 861 2,568

前払費用の増減額（△は増加） 3,829 △33,393

仕入債務の増減額（△は減少） 4,977 △35,797

未払金の増減額（△は減少） △497 △256

前受金の増減額（△は減少） 132,521 84,714

未払消費税等の増減額（△は減少） △16,849 8,083

その他 △6,930 6,155

小計 123,560 147,317

利息及び配当金の受取額 10,057 8,127

利息の支払額 △5,409 △7,617

法人税等の支払額 △252 △298

営業活動によるキャッシュ・フロー 127,956 147,528

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △38,206 △35,982

有形固定資産の売却による収入 0 －

無形固定資産の取得による支出 － △6,314

投資有価証券の取得による支出 △862 △820

貸付金の回収による収入 7,546 16,081

敷金及び保証金の差入による支出 △3,000 －

敷金及び保証金の回収による収入 60 －

保険積立金の積立による支出 － △2,608

投資活動によるキャッシュ・フロー △34,461 △29,644

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △89,880 △18,072

リース債務の返済による支出 △1,416 △1,416

配当金の支払額 △9 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △91,305 △19,488

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,189 98,396

現金及び現金同等物の期首残高 65,785 49,839

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 67,974

※
 148,235
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【追加情報】

当第２四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

前事業年度（平成23年３月31日）及び当第２四半期会計期間（平成23年９月30日）

該当事項はありません。

　

（四半期損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
（自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

役員報酬 19,182千円 17,222千円

給料手当 58,037 53,631

賞与引当金繰入額 2,339 3,560

貸倒引当金繰入額 356 △141

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、下記のとおり

であります。

  
前第２四半期累計期間
（自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

現金及び預金勘定 67,974千円 148,235千円

現金及び現金同等物 67,974 148,235

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

配当に関する事項

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

配当に関する事項

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、ＩＴアウトソース事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。なお、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
前第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 2,697円11銭 4,517円79銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 36,950 61,893

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 36,950 61,893

普通株式の期中平均株式数（株） 13,700 13,700

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成23年11月10日

モジュレ株式会社

取締役会　御中
 

アスカ監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田中　大丸　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 若尾　典邦　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているモジュレ株式会社の

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第13期事業年度の第２四半期会計期間（平成23年７月１日から平成23年９

月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を作

成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に表示

するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、モジュレ株式会社の平成23年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了す

る第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

 

　（注）1.　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　2.　四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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